
キラリンタイム指導計画案（ロング・ショート） 

担当者（ 児玉 ） 

日時 平成２４年１２月１１日（火） １３：２０～１３：５５（３５分間） 

題材名 「教えてあげるよ！私の宝物」絵手紙 

ねらい 

・ 自分の宝物を大切にしている気もちをこめて絵手紙をかく。 

・ 絵とことばで、教えたい宝物への思いを自分らしくていねいに表現する。 

題材に 

ついて 

子どもたちは日々暮らしている中で、いろいろなものに対して大切に思う気もちをもってい

ると思われる。今回の絵手紙は、自分が宝物と思っているものへのいろいろな思いを絵とこと

ばで表し、普段何気なく関わっている身近なものとの心のつながりを深めていきたいと考え、

『宝物』をテーマにした。一人一人が宝物を大切に思う気もちが、絵手紙にいろんな表現とし

て表れてくることが期待される。一人一人の絵手紙を見合うことで、作品のよさだけでなく、

一人一人の心の中にある素直さや温もりを感じることができるようにしたい。また、作品から

子どもの声を聞き、児童理解にもつなげていきたい。 

準備物 

担当で用意するもの ○絵手紙用の紙  

児童が用意するもの ○筆ペン（ピグマペン、名前ペン） ○絵の具、パスティック、色鉛筆 

学習の 

流れ 

１ 放送の指示で、心の準備をする。 

  ※事前に必要な用具をそろえておく。（絵の具を使う人は、絵の具道具の準備をしておく） 

２ 放送を聴き、題材とめあてを確認する。 

☆ 題材名 「教えてあげるよ！私の宝物の絵手紙」 

☆ めあて    （※学年に合わせて、めあてをわかりやすく示す） 

① 自分が大切にしている宝物を、心をこめて絵手紙にかいて、教えてあげよう。 

② 絵とことばで、宝物への気持ちを自分らしくていねいに表そう。 

３ 絵手紙を書く。 

【かきかた】 

① 絵からかいても、ことばから書いてもどちらでもよい。（筆ペン・ピグマペン） 

② 自分が使いたい用具を選んで、色をつける。（時間を考えて選ばせる）  

③ 最後に名前を書く。（名前も作品の一つだと考える） 

４ 終了時間５分前には、片づけを始める。 

留意点 

・ 担当が放送で導入をしているとき、①①①①題材名題材名題材名題材名 ②②②②めあてめあてめあてめあて を板書する。 

・ 持ち物を事前に知らせ、用意しておく。 

筆ペン（またはピグマペン）・パスティック・色鉛筆・カラーペン・絵の具道具など 

 

 

  板書例  

 

 

「教えてあげるよ！私の宝物の絵手紙」 

めあて 

① 自分が大切にしている宝物を、心をこめて 

絵手紙にかいて、教えてあげよう。 

② 絵とことばで宝物への気もちを 

自分らしくていねいに表そう。 

 

 

 

けいこ 


